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自
民
党
系
会
派
の
対
立
を
背

景
に
、
辞
任
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
て
い
た
県
議
会
の
石
井
脩

徳
議
長
が
こ
の
ほ
ど
河
西
敏
郎

副
議
長
に
辞
表
を
提
出
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
自
民
党
系
会
派

の
代
表
者
ら
は
９
月
２
日
に
統

一
会
派
の
設
立
を
目
指
す
こ
と

を
確
認
し
た
。

石
井
議
長
は
辞
職
理
由
に
つ

い
て
「
自
民
党
会
派
一
本
化
の

方
向
性
が
出
て
き
て
、
一
丸
と

な
り
県
民
の
た
め
に
頑
張
る
熱

意
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
辞
職
し

て
次
の
議
長
に
委
ね
た
い
」
と

述
べ
た
。
ま
た
流
会
の
責
任
に

つ
い
て
は
「
責
任
が
誰
に
あ
る

か
は
具
体
的
に
は
話
が
で
き
な

い
が
、
議
長
の
責
任
は
重
い
。

深
く
県
民
に
お
詫わ

び
し
た
い
」

と
陳
謝
し
た
。

石
井
議
長
の
辞
職
は
来
月
上

旬
に
も
開
催
の
臨
時
議
会
で
承

認
さ
れ
、
新
議
長
が
選
出
さ
れ

る
予
定
。
自
民
系
３
会
派
「
自

由
民
主
党
山
親
会
」「
自
民
党
」

「
創
山
会
」
が
合
流
す
る
統
一

会
派
は
党
籍
の
無
い
無
所
属
議

員
を
含
む
23
人
が
所
属
す
る
見

通
し
。

石
井
議
長
は
昨
年
５
月
の
臨

時
会
で
選
出
。
自
民
党
系
２
大

会
派
の
主
導
権
争
い
が
激
化

し
、
２
月
定
例
会
で
は
議
長
不

信
任
動
議
が
可
決
さ
れ
、
定
例

会
は
流
会
、
当
初
予
算
案
が
廃

案
に
な
る
前
代
未
聞
の
事
態
に

な
っ
た
。
流
会
問
題
を
め
ぐ
っ

て
は
、
県
議
会
は
原
因
を
究
明

す
る
と
し
て
、
地
方
自
治
法
に

基
づ
い
た
強
い
調
査
権
限
を
持

つ
「
百
条
委
員
会
」
を
設
置
し
、

現
在
も
調
査
が
続
い
て
い
る
。

７
月
の
参
院
選
で
は
自
民
党

候
補
の
敗
退
の
原
因
に
県
議
会

の
会
派
の
対
立
が
課
題
と
し
て

浮
上
。
同
党
県
連
主
導
で
会
派

の
一
本
化
に
向
け
て
協
議
を
進

め
て
き
た
。
そ
の
際
、「
議
長
辞

職
が
一
本
化
の
条
件
」
と
さ
れ

て
い
た
。

奈
良
市
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

の
駅
を
誘
致
す
る
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
り
に
ま
ね
」
と
非
公
認
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
ニ
ー
君
」
が
こ

の
鹿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
り
に
ま

ね
」は
身
長
約
２
㍍
。首
を
長
く
し

て
リ
ニ
ア
を
待
つ
「
リ
ニ
ア
招
き

鹿
」が
コ
ン
セ
プ
ト
。リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
の
コ
ス
プ
レ
か
ら
誕
生

し
た「
リ
ニ
ー
君
」は
昨
年
５
月
か

ら「
り
に
ま
ね
」と
共
に
精
力
的
に

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

甲
府
市
役
所
で
は
リ
ニ
ー
君
が

来
庁
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。「
リ

ニ
ア
が
奈
良
を
通
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
か
」「
リ
ニ
ア
の
駅
が
奈

良
に
設
置
さ
れ
た
時
は
遊
び
に
来

て
く
れ
る
か
」
な
ど
質
問
し
、
奈

良
市
へ
の
リ
ニ
ア
駅
の
誘
致
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
信
玄
公

像
前
や
舞
鶴
城
公
園
な
ど
で
も
Ｐ

Ｒ
動
画
を
撮
影
。
動
画
は
動
画
投

稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
の

「
り
に
ま
ね
」
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

で
配
信
す
る
と
い
う
。

県
立
博
物
館
は
伝
統
文
化
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
こ
の
ほ

ど
、
線
香
花
火
作
り
教
室
を
開

き
、
親
子
連
れ
な
ど
約
40
人
が

参
加
し
た（
写
真
）。

指
導
し
た
の
は
市
川
三
郷
町

の
花
火
製
造
業
者
「
丸
和
」
の

花
火
師
・
佐
々
木
巌
さ
ん（
32
）。

子
ど
も
た
ち
は
硫
黄
や
木
炭
な

ど
使
用
す
る
材
料
の
説
明
を
受

け
た
後
、
ス
ト
ロ
ー
や
木
の
棒

を
使
っ
て
火
薬
を
紙
に
詰
め
込

み
、
仕
上
げ
に
紙
を
撚よ

り
、
線

香
花
火
を
完
成
さ
せ
た
。

大
月
市
か
ら
参
加
し
た
天
野

温
登
君（
13
）は
「
火
薬
を
詰
め

た
り
、
紙
を
撚
っ
た
り
す
る
の

が
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か

っ
た
」
と
話
し
、
母
・
美
帆
さ

ん
（
41
）
も
「
今
夜
が
楽
し
み
」

と
話
し
て
い
た
。

の
ほ
ど
甲
府
市
役
所
を
訪
れ
た
。

来
訪
は
リ
ニ
ア
沿
線
９
都
市
を
、

リ
ニ
ア
に
先
駆
け
て
巡
る
企
画
の

一
環
で
、
沿
線
住
民
と
の
交
流
や

奈
良
市
へ
の
新
駅
誘
致
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
の
が
狙
い
。
名
古
屋
～
大

阪
間
は
駅
の
設
置
場
所
が
正
式
に

決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
京
都

府
で
も
誘
致

活
動
を
し
て

い
る
。

奈
良
公
園

富
士
河
口
湖
町
の
河
口
湖

畔
に
あ
る
大
石
公
園
で
恒
例

の
「
富
士
河
口
湖
灯
籠
流
し
」

（
同
実
行
委
主
催
）
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ
た
。
県
内
外
か
ら
約

３
５
０
０
人
が
参
加
。
先
祖
や

亡
く
な
っ
た
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
書
か
れ
た
約
２
０
０
０
個

の
灯
籠
が
湖
面
を
彩
っ
た
。
灯

籠
が
流
れ
始
め
る
と
、
参
加
者

は
追
悼
や
平
和
へ
の
祈
り
を
込

め
、
手
を
合
わ
せ
た
。

こ
の
灯
籠
流
し
は
大
石
地
区

に
あ
る
宗
教
団
体
「
真
如
苑
」

真
澄
寺
別
院
が
伝
統
的
に
行
っ

て
き
た
送
り
盆
の
仏
教
行
事
だ

っ
た
が
、
２
０
０
７
年
か
ら
は

信
者
以
外
に
も
開
放
し
、
一
般

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

式
典
で
は
参
加
者
全
員
で
黙

中
央
市
の
豊
富
郷
土
資
料
館

（
末
木
健
館
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

館
内
で
現
在
開
催
中
の
企
画
展

「
最
後
の
養
蚕
家
と
豊
富
」
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
「
お
蚕ぼ

こ

さ
ん
セ

ミ
ナ
ー
」
を
行
い
、
親
子
連
れ

約
20
人
が
参
加
し
た
。
同
館
に

よ
る
と
、
県
内
の
養
蚕
農
家
は

蚕
を
自
分
の
子
ど
も
の
よ
う
に

大
切
に
育
て
、
甲
州
弁
で
子
ど

も
を
意
味
す
る
「
ぼ
こ
」
に
接

頭
語
の
「
お
」
を
付
け
て
「
お

ぼ
こ
」
と
呼
び
親
し
ん
で
い
た

と
い
う
。

参
加
者
は
同
館
の
今
福
律
子

と
う
し
た
後
、
読
経
の
ほ
か
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
も

披
露
。
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る

富
士
山
を
背
景
に
、
灯
籠
が
湖

面
に
浮
か
び
、
一
帯
は
幻
想
的

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

学
芸
員
の
案
内
で
蚕
が
繭
を
作

る
ま
で
の
過
程
を
解
説
し
た
パ

ネ
ル
や
、
実
際
に
豊
富
地
区
で

使
わ
れ
て
い
た
養
蚕
道
具
な
ど

を
見
学
。
ま
た
昭
和
初
期
の
糸

繰
り
機
を
使
い
、
繭
玉
か
ら
生

糸
を
紡
ぐ
作
業
を
体
験
し
た
。

館
内
で
、
実
際
に
飼
育
展
示
し

て
い
る
蚕
を
熱
心
に
観
察
す
る

子
ど
も
も
い
た
。

同
地
区
で
は
２
０
１
５
年
を

最
後
に
現
役
の
養
蚕

農
家
が
い
な
く
な
っ

た
。末
木
館
長
は「
養

蚕
は
豊
富
の
発
展
を

支
え
て
き
た
。
ま
た

人
と
蚕
の
つ
な
が
り

は
約
５
０
０
０
～
６

０
０
０
年
前
か
ら
始

ま
り
、
長
い
歴
史
を

持
つ
。
こ
う
し
た
養

蚕
に
関
す
る
記
録
を

次
世
代
に
語
り
継
い

で
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

県
が
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
２

０
１
５
年
度
の
公
共
工
事
受
注

高
に
よ
る
と
、
発
注
件
数
は
前

年
度
比
１
３
３
件
減
の
１
０
３

４
件
、
総
額
は
同
１
５
１
億
円

減
の
３
７
７
億
円
だ
っ
た
。３

億
円
以
上
の
大
型
工
事
も
６
件

（
前
年
度
19
件
）、
23
億
９
５
５

４
万
円（
１
１
４
億
４
７
７
８

万
円
）と
大
幅
に
減
少
し
た
。発

注
額
の
減
少
は
、
国
の
経
済
対

策
の
縮
小
や
15
年
２
月
補
正
予

算
の
多
く
が
16
年
度
に
執
行
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
要
因
。

受
注
高
上
位
50
位
を
み
る

と
、
前
年
に
比
べ
19
社
が
入
れ

替
わ
っ
た
。受
注
高
ト
ッ
プ
は

早
野
組（
前
年
度
２
位
）
で
19

件
、
計
９
億
３
８
０
０
万
円
を

受
注
し
た
。新
た
に
上
位
10
社

に
入
っ
た
の
は
３
位
の
富
士

島
建
設（
11
位
）、５

位
の
飯
塚
工
業（
12

位
）、７
位
の
斎
藤
建

設（
21
位
）、８
位
の

高
野
建
設（
17
位
）、

10
位
の
小
林
建
設
所

（
25
位
）の
５
社
だ
っ

た
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
甲
府
支

店
が
公
表
し
た
７
月
の
企
業
倒

産
状
況（
負
債
額
１
０
０
０
万

円
以
上
）に
よ
る
と
、倒
産
件
数

３
件（
前
年
同
月
比
２
件
）、
負

債
総
額
は
２
６
８
億
９
４
０
０

万
円（
１
億
６
６
０
０
万
円
）と

大
幅
に
増
加
し
た
。木
材
価
格

の
低
迷
な
ど
で
負
債
額
２
６
１

億
２
０
０
０
万
円
を
抱
え
、
民

事
再
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た

県
林
業
公
社
の
破
綻
が
負
債
総

額
を
押
し
上
げ
た
。

河西副議長に辞表を提出
する石井議長㊨（12日）

甲府市役所で誘致を
PRする「りにまね」㊧
とリニー君に〝乗車〟
する子ども（10日）

糸
繰
り
機
で
糸
を
紡
ぐ
小
学
生（
13
日
）

灯籠を流し祈る参加者（16日）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

東
西
南
北 

─
27
市
町
村
の
話
題

駅誘致を甲府でアピール
りにまねとリニー君

追
悼
と
平
和 

灯
籠
が
湖
面
彩
る

富
士
河
口
湖 

大
石
公
園

繭
か
ら
生
糸
取
れ
た
！

中
央 

豊
富
郷
土
資
料
館

線
香
花
火
作
り
に
挑
戦

県
立
博
物
館

石
井
議
長
が
辞
表

来
月
、自
民
統
一
会
派
結
成
へ

県
発
注
工
事 

３
割
減

15
年
度 

早
野
組
受
注
ト
ッ
プ

順位 業者名 所在地 受注
件数

受注額
（百万円）

１（２） 早野組 甲府 19 938
２（７） 近藤工業 身延 9 792
３（11）富士島建設 韮崎 11 665
４（８） 三枝組 甲府 3 632
５（12）飯塚工業 笛吹 4 544
６（９） 国際建設 甲府 4 506
７（21）斎藤建設 甲府 3 490
８（17）高野建設 甲州 5 485
９（５） 八木沢興業 身延 3 455
10（25）小林建設所 身延 3 454
※カッコ内は前年度の順位

2015年度県発注公共工事受注高上位10社負
債
総
額
２
６
９
億
円

7
月 

大
型
倒
産
で

奈良にも
リニア来て!!


